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In order to determine 也e absolute dat田 ofthe Linier-relief po悦ry phase of也e Incipient Jomon period at 

白.eMiy田isi site, the authors exarnined radiocarbon dates of charred 問sidu田 on 也e 醐face of Linier-relief 

po抗eries and charcoals excavated 企omlayers ∞ntaining c叫旬ralremains. Results of radiocarbon dates of the 

po杭町y adhesions showed ca. 10,480 - 10,315 I4C BP (ca. 12,585 ~ 11,990 cal BP)，肌dthat of charcoals 

shows 13,080 ~ 12,390 14C BP (ca. 16,420 ~ 14,070 cal BP) 担d 10,900 ~ 10,460 14C BP (ca. 13,070 ~ 

12,110 cal BP). Radiocarbon da総s ofthe po岱町yadh田ions 加也is stody indicat田 yo田喜er 伽おs 世1組 already

glv四 da凶 oflinear relief potteries (cι12，500 -12,000 14C BP) at 也eo也紅白岡.
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1.はじめに

愛知県田原市に所在する宮西遺跡からは隆起線文土器や木葉形尖頭器，有舌尖頭器，石鍛，有

溝砥石など，縄文時代草創期を特徴づける多数の遺物が出土している。本遺跡は東海地域におけ

る縄文時代草創期の人類活動を検討していくうえで重要な位置づけにある。筆者らは 2008 年度か

ら宮西遺跡出土資料の 14C 年代測定者E進めており，隆起線文土器に付着した炭化物や，遺物包含層

から出土した炭化材の年代測定を実施してきた。その成果の一部である 3 点の土器付着物と 5 点

の炭化材の 14C 年代測定についてはすでに報告を行っている(工藤ほか. 2009) 。

今岡，筆者らは，その後追加した 10 点の測定結果を，丁藤ほか (2009) のデータと合わせて報告し，

宮西遺跡の年代学的位置づけについて検討を行った。
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2，遺跡の位置と概要

宮西遺跡は愛知県岡原市大久保町に所在し，渥美半島の中央部に位置する。遺跡の北側にある

藤尾山と西山と聞の谷頭を扇j頁部として北から南にかけて扇状地を形成しており，遺跡は扇端部

に位置している。現在の標高は約 13 -14m である(白石編， 2007)。宮西遺跡の発掘調査は愛知

学院大学文学部歴史学科が 2006 年から実施しており. 2009 年度まで 5 次にわたる発掘調査が行わ

れている(白石編. 2007. 2008. 2009. 2010)。遺跡の範聞は径 20加と広範閤に広がり，当該期

の遺跡としては比較的規模の大きな遺跡である。

これまでの発掘調査では，隆起線文土器のほか，有舌尖頭器，木葉形尖頭器，石鍛， 1W1器，掻器，

局部磨製石斧，有溝砥石などの縄文時代草創期を特徴づける遺物が出土しているほか，細石刃や

ナイフ形石器など，後期旧石器時代の遺物も出土している。縄文時代草創期の遺物は第 4層~第 7

層で主に出土し，石囲い炉は第 6層から検出されている ζ とから，遺物分布の中心は第 6 層であ

ると推定されている。

3. 試料と方法

①分析試料

14c 年代測定試料は，宮西遺跡の第 3 次発掘調査中に工藤・中村で採取した炭化材 3 点に加え，

愛知学院大学で白石と工藤で協議し，過去の調査で取り上げた炭化材を 10 点と土器付着物 3 点を

選定し，年代測定試料とした。炭化材は草創期の遺物が多く出土する第 6層の試料を中心としたが，

第 5 層下部や，遺物包含膚最下部の第 8層などの試料も含んでいる。また，第 4次調査で出土し

た炭化材，第 5 次調査で出土した隆起線文土器の内面および外面の付着炭化物についても，新た

に追加して分析を行った。愛知学院大学から提供を受けた試料は合計で 33 点である(表1)ロその

うち，これまでに 14c 年代測定を行ったのは合計 18 点である。第 1-第 4 次調査までの試料の出

士位置を図 1-図 3 に示した。また，分析した士器の試料採取前の写真および実測図を図 4 ・図 5

に示した。

②分析方法
I4C 年代測定試料の処理・調製は以下の手順で行った。

土器付着物については，土器表面からステンレス製スパーテル等で削り落とした試料老実体顕

微鏡で観察し，土壌や混入物などを可能な限り除去した後，秤量した。土器に付着した可能性が

ある接着剤やニス等を除去するため，アセトンによる洗浄を 2 時間行った。その後，埋蔵中に生成・

混入したフミン酸や炭酸塩などを溶解・除去するため，吉田 (2004) の方法に従い，酸回アルカリ

圃酸 (AAA) 処理を行った。土器付着炭化物のアルカリ処理は，試料の状態に応じて 0.001 -O.lmol 

の水酸化ナトリウム (NaOH) 水溶液により，室温- 80"Cの処理を行った。徐々に濃度を濃くして，

水溶液が着色しなくなるまで乙の操作を繰り返し，最終的に1.2mol の濃度まで行うのが一般的だ

が，試料の腐食が進んでいる場合には，全部溶解してしまう恐れがあるため，状態によりアルカ

リの濃度，加熱温度，時間を調整した。土器付着物はいずれも O.lmol のアルカリ溶液まで処理を行っ

た。
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14C 年代測定を行った試料の出土位置 (1 区・ 2 区)図 1

炭化材については，アセトン処理を行わない以外は基本的に土器付着炭化物の処理と同様に行っ

たが，アルカリは最終的に 80 0Cで l .2mol の濃度まで、処理を行った。その過程で MN-C3 ， MN-C7, 

MN-C lO, MN-C-27, MN-C28 の 5 点については， AAA 処理後の残量が少なかったため，以降の処

理を行わなかった。

なお， MN-C4, MN-C5 , MN-C6, MN-CI0, MN-CI5, MN-C26 の 6 点は， AAA 処理前に計量し

た段階で、炭化材の量が極めて少なかったものや土壌がほとんどであったため，今回は分析を行っ

ていない。

AAA 処理後の試料約 5mg を，酸化銅 500mg と共に石英管に入れて真空にして封入し，電気炉

で 850 0Cにして 4 時間加熱し，試料中の炭素を二酸化炭素に変換した。これを真空ガラスラインで

精製し，鉄触媒を用いた水素還元によってグラファイトを合成した。
14C 年代測定は 14C 標準試料とブランク試料とともに名古屋大学年代測定総合研究センターの

タンデトロン加速器質量分析計CHighVoltage Engineering Europe社製 Mode14130-AMS)で、行った(機

関番号 NUTA2)o 14C 年代測定を実施した試料の点数は 16 点である。
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図 4 測定した炭化物付着土器の試料採取前の写真

上段左 :MN・Pl (土器No. 12) ，上段中 :MN・P2 (土器地 11) ，上段右 :MN・P3 (土器No.l)

下段左: MN-P4b (土器No. 28 外面) ，下段右: MN-P4a (土器No. 28 内面)

。

3 

図 5 測定した炭化物付着土器の実測図(白石編， 2007, 2008) 

2 

10cm 

1 :土器地 12 (MN-Pl) (白石編， 2008，第 24 図 6) ， 2: 土器No. 11 (MN-P2) (白石編， 2008，第 24 図 4) ， 3: 土

器No. 1 (MN-P3) (白石編， 2007，第 24 図 6) ， 4: 土器No. 28 (MN-P4) 

※土器No. 28 は 2011 年 3 月刊行予定の『宮西遺跡の発掘記録 5dl (白石編 2011) に掲載予定。
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また，追加して測定した土器付着炭化物の内外面試料 (MN平4a， MN聞P4b) については，国立

康史民俗博物館の年代測定室で上記の方法で AAA処理を行った後， AAA済の試料の CO2 化から
グラファイト化までを(株)パレオ・ラボに委託し，同社の加速器質量分析計 (!~レオ・ラボ，

コンパクト AMS: NEC 製l.5SDH) で 14C 濃度の測定を行った(機関番号 PLD)。なお， MN-C23 , 

附ιC24， MN心25 については AAA処理を行った段階で保留しており 14C 年代測定は今後これま

での分析結果を検討したうえで実施する予定である。

MN-P4 の内外面土器付着物 2点の炭素・窒素安定同位体および C!N 比の分析は，東京大学総合

研究博物館放射性炭素年代測定室に設置されている EA四MS システム (MICROMASS 社製， The 

IsoPrime EA System) を用いて測定を行った。炭素・窒素同位体比は原則 1 回の測定を行い，誤差

は標準試料のばらつきで評価している。誤差は Ó 13C 値で最大+ 0.2%0, ﾓ 15N 1í直で震大 0.2%。程度

と考えられる。

なお， MN-Pl , MN-P2, MN-P3 の 3 点の土器付着炭化物については， AAA処理後の試料の同収

量が少なかったため，安定同位体および C!N 比の分析は行っていない。

4. 結果と考察

I4C 年代測定結果を表 1 に示した。得られた 14C 年代は， OxCa14.1 (Ramsey, 2009) を用いて

Inにa109 CReimer et a1., 2009) の較正曲線を使用して較正した(図 6)。表 11こは，較正年代の確率

分布の 20の範囲を示した。

炭化材の試料については， 13,080 ~ 12,390 14C BP で較正年代では約 16，420 ~ 14,070 ca1 BP の間

頃に位置づけられる一群と， 10,900 - 10,460 14C BP前後で較正年代では約 13，070 ~ 12,110 ca1 BP 

の聞に位置づけられる一群に分かれた。年代が古い炭化材の一群は，おおよそ縄文時代草創期前

半に相当する時期であり(工藤， 2005 , 2010) (図 6)，これまで本州島で測定されてきた土器付着

物の測定例と比較すると，隆起線文土器に先行する無文土器や，隆起線文土器の年代に近い。と

れに対し，宮西遺跡の士器付着物はいずれも年代が新しい炭化材の一群と同時期であり，これら

は縄文時代草創期後半に相当する年代である。

ただし，草創期前半の年代を示したのは MN-Cl， MN-口. MN-C9, MN-CI2, MN-CI4. 

MN-CI6 の 6 点の炭化材であるが，これらを詳細に見てみると， MN-Cl と MN-C2 は 2 次調査 3

区の遺物分布のなかでも最下部から採取した試料であり(図 2 左上)， MルC9 は遺物包含層より

もかなり下の層準から採取した試料である(関 2 左下)。 ζの 3 点については，石器や土器との層

位的な関係は明確ではなく，特に 3 区の MN国Cl と阻ーC2 は 13，000 14C BP 前後まで遡るため，宮

西遺跡の草創期の石器群・土器群とは異なる時期の炭化材を採取した可能性が考えられる。また，

MN問C12. MN-CI4. MN-CI6 は第 2 次調査 1 区の 6 層下部~7層付近から取り上げているが，周

辺の石器は 7 層として取り tげられている(白石編， 2008)0 MN-C12 や h在N-C14付近では細石刃

核も出土しており，縄文時代草創期の遺物包含層には，後期旧石器時代の遺物と縄文時代草創期

の遺物が混在している様子がうかがえる(図 l 左)。宮西遺跡の降起線文土器などの土器群とそれ

に伴う石器群の年代として， 13,080 - 12,390 14C BP (約 16，420 ~ 14,070 ca1 BP) の炭化材の年代

を即座に採用することはできない。

‘方， 10,900 ~ 10,315 14C BP前後で，較正年代では約 13，070 - 11,990 cal BP の聞に位置づけら
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MN-C1 12970土50'''C BP 

MN-C2 13080::t:50 1 ~仁 BP

MN-C9 12460土50'''C BP 

MN-C12 12420::t50'4(: BP 

MN-C14 12390::t 70'て BP

MN-C16 12700::t70'4(: BP 

MN-C11 10510土45 14C BP 

MN-C17 10900::t l10 14仁 BP

MN-C18 1 0620::t 70 '4(: BP 

MN-C19 1 0590::t 70 '4(: BP 

MN-C20 10520 ::t 60'て BP

MN・C21 1 0460::t 7Q '4(: BP 

MN-C22 10640 ::t 60'て BP

MN-P唱 10460士45 14亡 BP

MN-P2 10480土50'4(: BP 

MN-P3 10430士60 14亡 BP

MN-P4a 10315土25'4(: BP 

MN-P4b 10400士25 1"<: BP 
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15000 旬4000

図 6 宮西遺跡から出土した炭化材および土器付着炭化物の較正年代

縄文時代草創期前半の
年代を示す炭化材の一群
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OXCa14.1 (Ra血血y， 2009) を使用し. Intl臼109 (Re 皿eret 札， 2009) の較正曲線を用いてを年代を産出した。図下部

には縄文時代草創期の年代域および，本州島の隆起線文土器の一般的な較正年代のおおよそ範囲をパーで示した。
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れる一群lこは，土器付着炭化物が全て含まれる。特に. MN平3 は 2 区の石囲い炉周辺から出土し

ており，層準も石岡い炉とほぼ同一レベルである(図 1 右)0 3 区の MN-Pl は 13，000 14C BP 前後

の年代を示した MN-Cl ・ MN-C2 とほぼ同一レベルであるが，これらの炭化材よりも明らかに新し

い年代を示している。

また， 4 次調査 2 トレンチおよび 3 トレンチの炭化材 (MN-C17~MN圃C22) (図 3) はいずれも

縄文時代草創期後半の年代を示している(図 6)03 トレンチでは 329点の石器・土器が出土しており，

木葉形尖頭器や有舌尖頭器，石録の出土も多い。炭化材はこれらの遺物が最も多く出土した 6層

や 5 層下部から採取したものであり. 3 トレンチの炭化材は遺物包含層の中ではやや高い位置から

出土しているが，石器群・土器群と大きなレベル差はない。

これらの点を総合的に考えると，宮西遺跡には縄文時代草創期前半段階だけでなく，草創期後

半段階の人類活動の痕跡も含まれている可能性が高い。つまり，宮西遺跡の縄文時代草創期に関

しては，草創期前半の段階と草創期後半の段階の大きく 2 つの時期の人類の活動痕跡が混在し，

さらに，後期旧石器時代の遺物などもそれらに混在している状況であると考えられる。

宮西遺跡の出土遺物には，槍先形尖頭器や有舌尖頭器など，縄文時代草創期前半lこ特徴的な遺

物も多いが，これに加えて石鍛の出土量も多く，石器の面から見ると，縄文時代草創期前半の隆

起線文士器の段階としては，より新しい時期と考えられる要素もみられる。測定した炭化物が付

着した土器は，文様の特徴からは隆起線文土器の範隠で捉えられる土器であり， MN聞Pl については，

隆起線文土器の中でも古期のものである可能性が指摘されている(白石編， 2008)。しかしながら，

10,400 14C BP という年代は草創期後半の爪形文土器の一部や多縄文系土器の年代とほぼ同じであ

り，隆起線文土器の年代としては新しすぎる。

宮西遺跡の土器付着物の年代が隆起線文土器群のこれまでの年代測定例(工藤. 2005. 2010 な

どを参照)よりも大幅に新しいととから，当初は試料の汚染などの問題を考えたが， MN四P4 の内

外面付着物も MN四PI-P3 と同様の年代値を示し，遺物包含層の炭化材の年代にも約 10，40014C

BP (約 12，300 ca1 BP) 前後のものが多く含まれている。この乙とから，これらの 4点の土器付着

物の年代は，測定した土器の使用年代を反映していると理解したい。

宮西遺跡の隆起線文土器は，やや太めの隆線と胎土に繊維を多く含む点などから，静岡県葛原

沢N遺跡の隆帯文土器(沼津市教育委員会， 2001)と類似している部分もあるが，年代的には葛

原沢W遺跡の押圧縄文期の第 1 号住居祉の炭化材の年代(小林. 2008) に近い。一方，宮西遺跡

のうち，回原市教育委員会で調査した地点でも隆起線文土器が出土しており， 2 点の土器付着炭化

物の測定結果は 11 ，090 士 50 I4C BP, 11 ，730 士 50 I4C BP と，筆者らが測定を行った土器付着炭化

物よりも 500 年，あるいは 1200 年以上古い年代が得られている(回原市教育委員会， 2007)。た

だし，この 2 点も隆起線文土器の一般的な年代と比較してみると，かなり若い年代である。

以上のように，宮西遺跡の年代については依然として不明瞭な点が多く残されている。今後，

年代測定試料を蓄積していくことで，宮西遺跡の正確な年代的位置づけについて慎重に検討を進

めていきたい。

なお，炭素・窒素安定同位体比および CIN比の分析結呆から， MN-P4a の内面付着炭化物には，

海洋リザーパー効果の影響はみられないζ と，窒素をやや多く含むことから陸上動物起源の有機

物を煮炊きした可能性が考えられることを付記しておきたい。縄文時代草創期の内面付着物の安

定同位体・ CIN 比の分析事例は少なく，重要なデータが得られた。
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5. まとめ

これまで，宮西遺跡の所属時期を明確にすることを目的として，宮西遺跡から出土した土器の

付着炭化物および遺物包含層から採取した炭化材の合計 18 点のI4C 年代測定を行った。また， 1 

点の土器の内外面付着物の安定同位体， CIN比の分析をおとなった。その成果は以下の通りである。

①炭化材の試料は 13，080 - 12,390 14C BP (16,420 - 14,070 cal BP 前後)の一群と， 10,900-

10,460 14C BP (13,070 - 12,110 cal BP 前後)の一群に分かれた。これまでの縄文時代草創期の年代

測定結果と対比すれば，年代が古い炭化材の一群はおおよそ縄文時代草創期前半に相当する時期

である。縄文時代草創期の石器群および土器群の出土層準に近いのは後者の一群だが，遺物包含

層には後期旧石器時代からの遺物が混在しており，明確に層位で区分することはできない。

② 隆起線文土器およびその無文部と推定される土器片に付着した炭化物は， 10,480 - 10,315 

14C BP (12,585 - 11 ，990叫 BP 前後)の年代を示した。これは，縄文時代草創期前半の「隆起線文

十指群」の年代としては新しく，縄文時代草創期後半の年代を示している。これらの土器群が「隆

起線文期」に含められるのかどうか，あるいは別の時期の土器群として捉えるべきなのか，今後

慎重に検討していく ζ とが必要である。

③ MN-P4 の土器内面付着物の安定同位体・ CIN比の分析から，この土器では陸上動物を煮炊

きしていた可能性が高いζ とが高いζ とがわかった。草創期の土器の煮炊きの内容物を示す一例

として，貴重なデータが得られた。
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